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Synopsis

An error ana柏sis of iidar measurements of aerosols and DはL (differenいai absorp一

七ぎon lidar) measuremenもs of stratospheric O20ne is discussed for a space lidar system

equipped　も再伸　a NdlYAG　盲aser and a gas ceH of Hi｡

且.はじめに

現在NASA (National Aeronauいcs and Space　柚ministraも川n)では､ 1990年代の地球監視システ

ム(Ea再h Observing System)の計画が進められている｡その中でライダー関係としては､

L蛸S (Laser Atmosphe再C　狛nd Sounder)

GLRS (Geodynamics Laser Ranging System)

LASA (Lidar Atmospheric Sounder and　鋸もimeter)

等がある0　-万ESA(European Space Agency)では

ATLD (Atmospheric Lidar)

が計画されている　LAWS等のように､ NASAからの協力が呼びかけられている状況などを考えると､

我が国としても今後具体的なスペースライダーシステムの計画を積極的に進めていく　ことが必要で

あろう｡

これまで､ Kr Fユキシマ-レーザー励起によるHa,Ds　の誘導ラマン散乱(SRS)を利用して､スペー

スシャトルからのオゾンや気温の測定シミュレーションを行ってきた1,2)　今回は　d: YAGレーザ

ーをベースにしたエーロゾル､オゾン測定シミュ　レーションについて稚告する｡

2.　Y A G　レーザーをベースにしたシミュ　レーション

Ta狛e iにシミュレーションに周いたライダーパラメーターをまとめている｡波長としてはYAGレ

ーサーの基本波(旦06紬m)､第2高調波(532nm)､第4高調波(266nm)､及び266nmを励起光とした

Hと　のSRSの第1ストークス線を利周することにする｡　レーザーのパルスエネルギーは､基本波として

のみ使用する場合を考えて､ iO6紬mばl.OJにした｡ 532nmの0.鋸は気温の計測を考えるときに摺いる

ことにして､差分吸収法(D摘L)によるオゾン測定のときは､ 0.15Jを用いたo　豊子効率aEについて

は､ 106紬mではSl特性のものでは!E=0.0008Uかなく､あまりに小さいのでここでは4%のものを仮

定した｡

F喜g.且は､ 106如mで､パックブランドのエーロゾルモデル3)に対して､レーザーのショット数NS

をパラメ､一夕-としたときのエーロゾルの後方散乱係数Bpの測定誤差S Bp/　をRusselIら4)の方法

で計算したものである｡スペースライダーの高度ZSは800kmにしている｡ 15kmの高度付近で誤差が大

きいのはもともとエーロゾルの量が少ないためである.

Fl吉. 2は､ 266nmと532nmを利罵して､ D摘L法でオゾン測定を行う場合の測定誤差を示すO　パラメ

ーターとしては､ ZSを300k!罰と800柏の2例について行ったO　高度分解能b^Zは52km以上は2km､それ以

磯確



下"eはIl､Ⅲにしてい-ii｡

F用. 3ば､ 289,532nmを利用したときのオゾン測定誤差を､ショット数､スペースライダーの高度

をパラメーターと　L/て計算しなものであるO

これらの計算結果から､ ZSが300kmに比較して800kmのときには､オゾン測定精度は8/3倍程度落

ちるO　また水平距離分解能を上げるためには､スペースライダーのフットプリントの速さが7km/s

程度とするとユキシマーレーザー並のパjL/スく　り返しレート(～‖)0Hz)が望ましい｡
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Fig｡ま. MiかlaH七tide nighttime simu一ation

results, 1064　nm using convenいonal

densiもy data.
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TABLE 1.　Assume】〕 udar Parameters

Transmitter

wavelength (nm)    266   289   532

o…器.…sA……Oc…冒;こ(Mz) 9.34E-22ユ.51E-22 2.76E-25
Energy per pulse　く｣)　0.ユ

Quantum efficiency 0.2

0ptical efficほNCY 0.125

RECEiVER

Telescope diameTER (M) 1.25

Noise per shot (/KM)　0.001

0.1　　　0.15(0.叫)

0.2　　　　0.1

0.125　　　0.3

0.001　　0.003
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Fig.2. Uncertainty of ozone density measured Fig.3. Uncertainty of ozone dens岳もy measured

by the DはL sysもera using two wavelengths by the DIAL system using tVo wavelen名もhs

of　266　rim and　532　nrn.　　　　　　　　　　　　　　　　　of　289　nm and　532　nm｡
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